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 産業建設常任委員会議会報告会及び意見交換会について 

 

１ 日時  令和８年７月24日（金） 午後５時30分から７時00分まで 

 

２ 場所  いわき産業創造館（ラトブ６階） 会議室１ 

 

３ 参加者 いわき次世代経営者塾 修了生 ８名 

いわき市議会産業建設常任委員会 

委 員 長  長谷川 貴 士 

    副委員長   鈴 木   演 

    委   員  草 野 大 輔 

          小 野 潤 三 

四 家 智 之 

鈴 木 さおり 

西 山 一 美 

小 野   茂 

上 壁   充 

 

４ 内容 

⑴  第１部 議会報告会 

当委員会委員長より、地方議会の役割・地方議員の仕事及び、令和８年い

わき市議会２月定例会で審議した内容について、市議会だよりを用いて説明

した。 
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⑵  第２部 意見交換会（２グループ編成） 

   「次世代を担う経営者と語るいわき市産業の未来」をテーマとして、意見

交換を実施した。 

 

５ 意見交換会で発表された意見 

⑴ Ａグループ 

ア いわきの強みと変わってほしいところについて 

・ 温暖であることや首都圏から近い良さがある一方、14市町村合併で市

が広域かつ旧５市に核が分かれた多核分散の自治体であるため、特定

の部分にだけ投資ができず、30万人都市として力を出しきれていな

い。 

・ 企業を立ち上げたが、交流会などを通じて、新しい挑戦を応援する温

かい風土を感じている。一方で同世代は東京に出て戻らず、地元肯定

感や誇りを持てる子が少ないため、小さい時から地元を好きと思える

仕組みづくりが必要だと考えている。 

・ 雪がすぐ溶けて太陽光発電に向いている。すぐ釣りに行くことができ

たり、ゴルフ場もたくさんある良さがあるが、花粉症なので、杉を少

なくしてほしい。 

・ 海があり、夏は涼しく川前や田人など四季折々の豊かな自然や、関東

の情報が入る文化的に北関東という独特の位置付けがある一方、広さ

ゆえの道路・インフラ施設の維持問題や、小名浜の大きな企業が縮小

し常磐炭鉱のエネルギー革命以来の節目に来ている課題がある。 

・ 雪が降らず気候が良くて過ごしやすく、スーパーで目に入る常磐もの

のといった取組みがある良さがある一方、高校の同級生が進学・就職

で市外・県外に行ってしまい、特に市内に理系の大学や工学部がない

ため若者が流出してしまう課題がある。 

・ １回相手をしてくれればずっと長く付き合ってくれる人間性や力を持

っている企業がある一方で、何をやるにも東京に持っていかれてしま

うことや、事業化、コーディネートなどやりたいことがあっても資金

の捻出が難しいことがいわきの課題である。 
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イ 経営されている会社の将来像や目標、いわき市のあるべき姿について 

・ 会社の目標としては、売り上げを倍にすること。今は人も足りていな

いが、仕事の量に対して場所がかなり小さいので、第２工場を建て

る。定着し働き続けるため社会の構築をいわき市は目指さないといけ

ない。中小企業が大手と同様の就労環境を整備することは難しいが、

同じにはできなくて、今の課題は、休日を増やすことと、賃金を上げ

ること。 

・ できれば地元の人を採用して就職してほしい思いがあり、人材を流出

させないことや郷土愛を育てるのも大事である。 

・ マニュアルなどの基盤を作って安心して働ける環境を作り、SNS等の

情報発信からイベントや店舗開発へ事業を広げ売り上げを伸ばしてい

きたい思いがある。いわきには自然はあるが自然を楽しむ、遊ぶとい

うことがあまりできないのがもったいない。 

・ 若い人の発想や企画力が重要であり、組織にとらわれない若手同士の

横の繋がりからフランクに言える環境を活かして、面白いことを仕掛

けていくと良い。 

・ 若者の流出防止は仕方ないところもあり、一度出た人が子育て期など

に帰りやすくなるよう、いわきの暮らしの豊かさや市内の活躍企業の

情報を発信し、戻ってきたくなる街を目指すことが大切である。 

・ これからの時代を作る若手に関心を持ってもらうため意見を取り入れ

ることが重要であり、アンケートを配るだけでは答えてもらえないた

め、興味を持ってもらうための具体的な聞き方ややり方をどう工夫す

るかが大切である。 
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⑵ Ｂグループ 

ア 次世代経営者塾に参加してみての成果について 

・ 同じ志の仲間で経営について語り合うというのは、なかなかありそう

でないもので、経営について深く学ぶという意思がある方々が集まっ

ていたので、悩みなどを共有する非常にいい機会だった。 

・ 評価のところでコンピテンシーとかスキルという部分を、塾の最初の

方に受け、そこを会社に落とし込んで個人評価をしていきたいと思

い、模索しながらやっている。 

・ 若い世代の人たちが、若い段階で横の繋がりを作れて、これからは先

輩、後輩という、縦の繋がりもできて、本当に意味のある会だった。

修了後も関係性を繋いでいけるという意味で、いわき経済界では、す

ごく良い繋がりになると考えている。 

・ 一番勉強になったのは、自分の会社の知らない強みだったり、逆に弱

みだったりというのを再認識することができて、それを活かして、次

にどうしていくのがいいのか、それがどう地域に貢献できるかという

ことを考えるのは、自分にとって活力になっている。 

・ いわき市に限らず、全国から多くの著名人、経験者が来て、講師とし

て教えてもらったことがプラスになった。 

 

イ いわき市の産業の未来にとって重要なことについて 

・ 人口減少を前提に考えるべきであり、生き残る会社が強くなる構造へ

変える必要がある。また、安ければいいという文化から脱却し、行政

などが構造そのものを変えて、下請けまで適正に利益が回る仕組みを

作ることで、民間企業が社員の賃金を上げられるようにしてほしい。 

・ Ｍ＆Ａは、人材がメインであれば会社を吸収して次に行けるが、技術

的なものだと、大きな会社、ＩＴの会社であれば全部吸収してやるこ

とになってしまうから、そこは場合分けで考えて、産業の環境整備を

してほしいと思う。 

・ 小さくても新しい会社はどんどんできてもらいたい。新しくて価値の

ある会社を作るというのをやってほしいし、そこには税金も入れても

らいたい。 
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・ セーフティーネットがないと人も企業も集まってこない。人がいるか

ら産業が成熟するのか、産業があるから人が集まってくるのかという

話になってしまうが、人が集まる制度というのが根底にない限りは、

良い動きにならないと思う。 

・ 企業誘致は簡単ではないため、例えば若者が企業をつくろうとした時

に場所や家賃、通信代を無料にするなどチャレンジしやすい環境を作

れば人が集まる。東京への近さや土地、海といった魅力を活かして、

若者がいわきに行こうという状況を盛り上げてもらいたい。 

・ 福島県全体を電気をもっと発電するような地域にしてしまって、いわ

き市が上手く利用してもいいのではないか。また、災害の経験からの

準備を売りにして、ＢＣＰ対策の一環として企業誘致に活かせない

か。 

・ 防災都市であるということであれば、研究する施設や拠点となるよう

なものがあるといい。いわきには、ＩＴ関係に特化してる会社や学校

などがあるので、その流れでロボット系の研究とか仕事に活かせるも

のがあると地元の人も学生も残るし、そういう動きがあるといい。 

・ 今の小学生、中学生、高校生に起業の仕方、ノウハウを教えるという

授業を取り入れて、いわき市はこういう支援をしてくれるという記憶

が、少しでも残るようなきっかけがあるといい。 
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６ アンケート結果（12 名回答） 

⑴  時間配分はいかがでしたか。 

  ア 第１部議会報告会 

①  長かった      （０） 

②  ちょうどよかった（７） 

③  短かった      （１） 

 

  イ 第２部意見交換会 

①  長かった      （０） 

②  ちょうどよかった（５） 

③  短かった      （３） 

 

  ウ 全体的に 

①  長かった       （０） 

②  ちょうどよかった（６） 

③  短かった      （２） 

 

⑵  第１部の議会報告会の内容は、理解できましたか。 

①  よく理解できた   （６） 

②  おおむね理解できた（２） 

③  理解できなかった （０） 

  

⑶  第１部の議会報告会では、どのような内容やテーマを取り上げてほしい

ですか。 

・ 今回の内容でいい。 

・ 若者の声を聞く会。 

・ もっと具体的な市の活動（産業以外のこと）。それが産業に結びつくか

もしれない。 

・ 普段はあまり考えないので、税金の用途が詳しくわかるとおもしろい。 
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⑷  議会報告会及び意見交換会に参加した感想を記入してください。 

・ 市民の意見を聞いてもらえる場として、とても良い取組みだと思う。 

・ 様々な意見を聞けて良かった。事前に簡単に質問が共有されていると良

い 

・ 若者の想いを聞いてほしかった。 

・ 継続的にできればいいと思った。 

・ 少し短かったが、また話し合いたい。 

・ いろいろなアイデアがあり、自身の勉強にもなった。産業活性化のため

には多角的な方面からのアプローチが必要だと感じた。 

・ 様々な市の取組みや意見を聞くことができて良かった 

・ すごく良い機会だった。せっかくの意見交換をしたので、議員が取組ん

でみたいと思う内容があれば共有して、その進捗を定期的に教えてほし

いと思った。 

 

⑸  今後、議会報告会及び意見交換会が開催された場合、参加したいですか。 

①  参加したい   （６） 

②  参加してもよい (２） 

③  参加したくない（０） 

 

⑹  市議会が発信する情報で、今までにご覧になったことがある項目は。

（複数選択可） 

・ ほうれんそう                                 （４） 

・ 市議会ホームページ                           （４） 

・ 新聞記事                                     （２） 

・ 議会の傍聴                                   （０） 

・ 議会をインターネット中継（録画を含む）で閲覧 （０） 

・ 会議録をインターネットで閲覧                 （０） 

・ その他（関係者から直接活動報告）       （１） 
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⑺ その他、市議会に対して意見等などありましたら、自由に記入してくだ 

さい。 

・ 現場の声を聞く、このような機会をどんどん作ってほしい。 

・ なかなか、意見・話し合いを言える場がわかりにくいので、また次回、

やってほしい。 


